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1. はじめに 

近赤外フーリエ分光イメージングにより取得した各画素での吸光度から，皮膚の水分含有率を

算出する．吸光度から水分含有率を求めるには，光路長が明確でなければならない．そこで予め，

モンテカルロ法により水分含有率と計測深さの関係を求めた．そして，計測深さの 2 倍を光路長

とすることにより，各画素での吸光度から皮膚の水分含有率を算出した． 

2. モンテカルロ法による光路長の推定に基づく吸光度から皮膚の水分含有率の算出 

皮膚の水分含有率と計測深さの関係をモンテカルロ法 1)を用いて算出した．水分が多い場合は

光の吸収が増加して光路長が短くなる．そこで, Figure1 に示すモンテカルロ法により算出した水

分含有率と計測深さを，式(1)に示すように 1 次式で近似した．一方，ランベルト・ベールの法則

から吸光度は，吸収係数と光路長，水分含有率の積で算出される．そこで，式(1)の 2 倍を光路長

とすることにより，吸光度から水分含有率を求める式(2)を算出した． 

次に，式(2)に Fig.2 上側に示す光学系により計測した各画素での吸光度を代入し、25 画素の平

均水分含有率は 65.7%であった．皮膚内部の水分含有率は 60%~70%程度であり，皮膚内部の水分

含有率を推定できたと言える．したがって，Fig.2下側に示すように各画素での吸光度から水分含

有率を算出し，50×50 画素を 5×5 画素に分割してイメージングを行った．その結果，算出した

水分含有率は 50.0%～69.1%の範囲であった． 

3. おわりに 

モンテカルロ法による水分含有率と計測深さの関係により，各画素での吸光度から皮膚の水分

含有率の算出を可能にした．今後，香川大学医学部と保育器外からの計測による新生児皮膚の水

分含有率算出や，体を絞りタオルで拭いた際の水分遺残量の推定への適応を行う． 
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Fig. 1 Equation of the relationship between 

absorbance and moisture content．
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Fig. 2 Moisture content imaging per pixel．
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